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　はじめに

ハマダイ属 Etelisは世界に 4種が知られており

（Anderson, 1981），このうちハチジョウアカムツ E. 

carbunculus Cuvier, 1828，ハマダイ E. coruscans 

Valenciennes, 1862，オオクチハマダイ E. radiosus 

Anderson, 1981の 3種が日本から知られている（島

田，2013）．オオクチハマダイはこれまで，国内

において，伊豆諸島と沖縄諸島以南の琉球列島に

分布するとされてきた（島田，2013）．

2015年 2月 13日にトカラ列島北方沖で 1個体

のオオクチハマダイが採集された．本標本は鹿児

島県における本種の標本に基づく初めての記録と

なるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Anderson (1981)にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを

用いて 0.1 mmまで行った．オオクチハマダイの

生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された鹿児

島県産の 1標本（KAUM–I. 68890）のカラー写真

に基づく．標本の作製，登録，撮影，固定方法は

本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，

鹿児島大学総合研究博物館（KAUM: Kagoshima 

University Museum）に保管されており，上記の生

鮮時の写真は同館のデータベースに登録されてい

る．

　結果と考察

Etelis radiosus Anderson, 1981

オオクチハマダイ　（Figs. 1–2; Table 1)

Etelis radiosus Anderson, 1981: 821, fig. 1 (type 

locality, off Galle, Sri Lanka).

標本　1個体：KAUM–I. 68890, 体長 517.0 mm，

鹿児島県トカラ列島北方沖（30°01′N, 130°11′E；

鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて購入），2015

年 2月 13日，釣り，畑　晴陵．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は細長い円筒形で，やや

側扁する．胸鰭は長く，胸鰭長は腹鰭長の

152.3%．胸鰭起部は鰓蓋後縁と背鰭起部の間に

位置する．胸鰭後端は背鰭第 9棘条起部直下に達

し，第 5軟条が最長．胸鰭基底下端は背鰭起部直

下よりも前方，腹鰭第 1軟条起部直上に位置する．

胸鰭基底内側は無鱗で，基部外側の鱗は細かい．

吻端から胸鰭起部にかけての距離は体長の

30.1%．腹鰭起部は背鰭起部よりも前方，胸鰭第

3軟条起部直下に位置し，腹鰭基底後端は背鰭第

2棘条起部直下に位置する．たたんだ腹鰭の後端

は背鰭第 8棘条起部直下を越えるが，肛門には達

しない．吻端から腹鰭起部までの距離は体長の

34.2%．背鰭起部は腹鰭第 2軟条起部直上に位置

し，背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上に位置する．

背鰭は第 2棘条が最長で，第 2棘条長は第 1棘条
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Fig. 1. Fresh specimens of Etelis radiosus. KAUM–I. 68890, 517.0 mm SL, off Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.

Fig. 2. Lateral view of head of Etelis radiosus. KAUM–I. 68890, 517.0 mm SL, off Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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長の 381.3%．背鰭棘条部は後方にゆくに従い，

低くなる．背鰭に深い欠刻があり，最後の背鰭棘

条よりも最前の背鰭軟条の方が長い．背鰭軟条は

最前のもののみが不分枝で，残りは全て分枝する．

背鰭軟条部はほぼ同じ高さであるが，最後軟条の

み糸状に伸長する．吻端から背鰭起部までの距離

は体長の 36.3%．臀鰭起部は背鰭第 5棘条起部直

下に位置し，臀鰭軟条は全て分枝し，最後軟条は

糸状に伸長する．吻端から臀鰭起部までの距離は

体長の 67.1%．尾鰭は二叉型で深く湾入し，中央

部に深い欠刻がある．尾鰭上葉は下葉よりも長く，

その長さは下葉長の 110.3%．総排泄孔は前後方

向に長い楕円形で，臀鰭起部前方に開孔する．眼，

瞳孔はともに前後方向に長い楕円形．鼻孔は 2対

で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方

に位置する．前鼻孔は前後方向に細長い三角形で，

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of Etelis radiosus.

Tokara Islands, 
Kagoshima Prefecture, 

Japan
Malaysia and Taiwan

　 KAUM–I. 68890 　 n = 2

Standard length (mm) 517.0 174.0–346.0
Counts
  Dorsal-fin spines 10 10
  Dorsal-fin rays 11 11
  Anal-fin spines 3 3
  Anal-fin rays 8 8
  Pectoral-fin rays 16 16
  Pelvic-fin spines 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5
  Gill rakers-upper limb 11 11
  Gill rakers-lower limb 21 19–21
  Gill rakers-toral 33 30–33
  Tubed lateral-line scales 50 48–50 (48)
  Pre-dorsal-fin scales 18 7–8 (8)
  Cheek scale rows 8 8–9
  Caudal peduncle scales 25 25
  Scales above lateral line 7 6–7
  Scales below lateral line 13 13
  Scales below lateral line between middle of dorsal fin 4.5 4.5
  Branchiostegal rays 7 7
Measurements
  Total length 125.5 126.0 
  Length of head 28.4 30.4–32.5
  Length of snout 8.7 8.7–8.9
  Horizontal diameter of fleshy orbit 6.4 8.0–9.6
  Postorbital length of head 14.6 14.6–14.8
  Least width of bony interorbital 8.6 8.1–8.3
  Least suborbital width 3.3 2.6–3.3
  Length of upper jaw 14.1 15.3–16.2
  Length of lower jaw 17.5 19.0–19.5
  Length of cheek 12.4 9.8–12.8
  Height of cheek 9.9 8.7–10.3
  Snout to angle of preopercle 24.2 25.9–26.2
  Orbit to angle of preopercle 13.2 11.7–12.9
  Lower jaw to junction of branchiostegal 7.8 7.1–7.9
  Depth of body at first dorsal-fin spine 25.9 27.5–30.1
  Length of ultimate dorsal-fin soft ray 12.6 11.3–12.8
  Length of base of anal fin 11.5 11.6–12.2
  Length of depressed anal fin 22.3 22.8–24.6
  Length of third anal-fin spine 6.4 broken
  Length of ultimate anal-fin soft ray 11.3 11.3–12.9
  Length of pectoral fin 24.9 25.7–26.7
  Length of pelvic fin 16.3 16.5–17.8
  Length of upper lobe of caudal fin 30.8 30.3
  Length of lower lobe of caudal fin 28.0 　 28.6
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後鼻孔は円形．前鼻孔の後縁に皮弁を有する．体

ははがれにくい櫛鱗に被われ，峡部，前鰓蓋骨を

除く鰓蓋，主上顎骨は被鱗するが，吻部，前鰓蓋

骨，下顎，眼下骨は被鱗しない．背鰭前方鱗被鱗

域の前縁は眼の後縁をわずかに越え，前縁中央は

わずかに凹む．背鰭，腹鰭および臀鰭基底部は被

鱗しない．各鰓蓋骨後縁は円滑．鰓耙は細長い棒

状で，先端は丸い．擬鰓を有する．吻端は尖り，

下顎は上顎よりも突出する．口裂は大きく，主上

顎骨後端は眼の中央下よりも後方に位置し，瞳孔

後縁下を越える．上顎骨および下顎骨の外側には

鋭い円錐歯が 1列に等間隔に並び，内側には小円

錐歯が密生する．鋤骨の歯帯の幅は狭く，V字型．

口蓋骨および舌骨に歯はない．側線は完全で，鰓

蓋上方から尾柄にかけてはいる．

色彩　生鮮時の色彩―側線よりも上方の体側，

両唇，前鰓蓋骨後縁，胸鰭，腹鰭の鰭膜および臀

鰭軟条は赤色．体側は赤みがかった銀色で，体側

下部および体腹面は一様に青緑がかった銀色．背

鰭および尾鰭はオレンジがかった赤色．腹鰭鰭条

および臀鰭鰭膜は無色透明．虹彩は黄色がかった

赤色で，瞳孔は青みがかった黒色． 

分布　スリランカからサモアにかけてのイン

ド・西太平洋に分布する（Anderson, 1981; Allen, 

1985; Anderson and Allen, 2001）．国内では伊豆諸

島と沖縄諸島以南の琉球列島（吉野，1984；島田，

2013）および鹿児島県トカラ列島（本研究）から

記録されている．

備考　トカラ列島産の標本は，鋤骨の歯帯の

幅が狭く，V字型であること，背鰭に深い欠刻が

あること，背鰭棘条数および背鰭軟条数がそれぞ

れ 10，11であること，上顎骨が被鱗すること，

背鰭および臀鰭基底部が被鱗しないことなどが

Allen (1985)や Anderson and Allen (2001)によって

定義された Etelis属の標徴と一致した．また，総

鰓耙数が 33であること，背鰭前方鱗数が 18であ

ること，尾柄周列鱗数が 25であること，有孔側

線鱗数が 50であること，主上顎骨後端が眼の中

央下よりも後方に位置し，瞳孔後縁下を越えるこ

となどの特徴が Anderson (1981)や Allen (1985)，

Anderson and Allen (2001)，島田（2013）の報告し

た Etelis radiosusの標徴とよく一致したため，本

種と同定された．また鹿児島県産の計数値および

計測値は，マレーシアおよび台湾から採集され，

本研究で比較を行った標本の値と近似し（Table 

1），また Anderson (1981)の示した E. radiosusの

計数・計測値ともよく近似した．本種は同属他種

とは第 1鰓弓上総鰓耙数，背鰭前方鱗数，尾柄周

列鱗数および有孔側線鱗数がそれぞれ 33–36，

17–19，25および 50–51であること，主上顎骨後

端が目の中央下またはそれより後方に位置するこ

と，鋤骨の歯帯の幅は狭く，V字型であることな

ど で 識 別 さ れ る（Anderson, 1981; Allen, 1985; 

Anderson and Allen, 2001；島田，2013）．

Etelis radiosusはスリランカおよびパプア・

ニューギニアから得られた体長 55–427 mmの 3

個体に基づき Anderson (1981)によって記載され

た．吉野（1984）は琉球列島から，日本における

本種の標本に基づく初めての記録を報告し，同時

に本種に対して標準和名オオクチハマダイを提唱

した．その後，三浦（2012）は本種が沖縄島近海

で深海釣りによってまれに漁獲され，アイノコマ

チと称されることを報告した．島田（2013）は本

種を伊豆諸島から報告した．また，本種と考えら

れる個体の写真は奄美大島やトカラ列島，高知県

室戸岬などからインターネット上で報告されてい

るが，標本として保管されていない．本報告が本

種の標本に基づく鹿児島県における初めての記録

となる．

比較標本　オオクチハマダイ Etelis radiosus 2

個体：KAUM–I. 22065，体長 346.0 mm，マレー

シア・サバ州・コタキナバル沖（コタキナバルの

市場で購入）；KAUM–I. 39196，体長 174.0 mm，

台湾高雄沖，釣り（高雄の市場で購入）．
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